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福
祉
避
難
所
の
整
備
状
況

　

年
頭
に
当
た
っ
て
、
福
祉
避
難
所
の
整
備
を
訴
え

た
い
。

　

２
０
２
２
年
12
月
１
日
現
在
、
消
防
庁
お
よ
び
内

閣
府
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
福
祉
避
難
所
：
２
万 

５
３
５
６
カ
所
（
前
年
比
＋
４
２
１
カ
所
）、
う
ち
、

指
定
福
祉
避
難
所
：
８
７
１
０
カ
所
（
34
・
４
％
）、

協
定
な
ど
に
よ
り
確
保
し
て
い
る
福

祉
避
難
所
：
１
万
６
６
４
６
カ
所

（
65
・
６
％
）で
あ
り
、
福
祉
避
難
所

数
は
１
・
69
％
増
加
し
た
。

　

ま
た
、（
一
財
）
日
本
防
火
・
危
機

管
理
促
進
協
会
は
、
２
０
２
３
年
に

福
祉
避
難
所
の
現
状
に
つ
い
て
調
査

を
行
い
、
全
国
の
１
７
４
１
市
区
町

村
の
う
ち
４
７
５
市
区
町
村
か
ら
回

答
を
得
た（
回
収
率
27
・
３
％
）。

　

指
定
福
祉
避
難
所
ご
と
に
個
別
の

開
設
・
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し

て
い
る
市
区
町
村
は
９
・
40
％
、
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
従
っ
て
訓
練
を
し
て
い

る
の
が
13
・
53
％
、
必
要
な
資
機
材
、
水
、
ト
イ
レ
、

食
料
な
ど
を
備
蓄
し
て
い
る
の
が
30・05
％
で
あ
っ
た
。

　

協
定
福
祉
避
難
所
は
、
こ
れ
よ
り
若
干
下
回
り
、

個
別
の
開
設
・
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
い
る

の
は
８
・
68
％
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
従
っ
て
訓
練
を
し

て
い
る
の
が
12
・
56
％
、
必
要
な
資
機
材
、
水
、
ト

イ
レ
、
食
料
な
ど
を
備
蓄
し
て
い
る
の
が
21
・
69
％

と
な
っ
て
い
る
。

　

９
割
以
上
の
福
祉
避
難
所
に
は
個
別
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
が
な
く
、
訓
練
を
し
て
い
る
の
は
10
％
台
で
あ
る
。

　

私
が
福
祉
避
難
所
に
話
を
聞
い
て
も
、
マ
ニ
ュ
ア

ル
作
成
や
訓
練
を
し
た
経
験
も
、
市
区
町
村
と
話
し

合
い
を
し
た
こ
と
も
な
い
、
と
い
う
の
が
ほ
と
ん
ど

だ
っ
た
。
こ
の
調
査
結
果
は
、
私
た
ち
の
実
感
と
符

合
し
て
い
る
。

２
次
避
難
所
の
課
題

　

多
く
の
自
治
体
で
は
、
今
な
お
、
福
祉
避
難
所
を

「
２
次
避
難
所
」と
位
置
付
け
て
い
る
。
高
齢
者
や
障

が
い
者
も
、
い
っ
た
ん
は
小
中
学
校
な
ど
の
指
定
避

難
所
に
行
き
、
そ
こ
で
ト
リ
ア
ー
ジ
を
し
て
必
要
な

ら
ば
福
祉
避
難
所
を
開
設
す
る
と
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
大
き
な
課
題
が
少
な
く
と
も
２
点
あ

る
。
例
え
ば
認
知
症
高
齢
者
、
精
神
障
が
い
者
、
自

閉
症
な
ど
の
障
が
い
児
お
よ
び
そ
の
家
族
な
ど
は
、

大
勢
の
人
が
い
る
避
難
所
に
は
と
て
も
行
け
な
い
。

そ
の
結
果
、
最
悪
の
場
合
、
要
配
慮
者
が
避
難
を

躊ち
ゅ
う
ち
ょ
躇
し
て
逃
げ
遅
れ
た
り
、
困
難
な
避
難
生
活
で
の

関
連
死
に
つ
な
が
る
。

　

も
う
一
つ
は
、
ト
リ
ア
ー
ジ
や
移
送
の
困
難
さ

福
祉
避
難
所
の
整
備
を
訴
え
る
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図１　指定福祉避難所の整備状況

図２　協定福祉避難所の整備状況

Q8. 指定福祉避難所の開設・運営について、該当する項目を下記から全てお選びください。Q8. 指定福祉避難所の開設・運営について、該当する項目を下記から全てお選びください。
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だ
。
私
の
経
験
で
は
、
要
配
慮
者
本
人
の
状
況
確
認
、

本
人
・
家
族
の
福
祉
避
難
所
へ
の
移
動
の
意
思
確
認
、

福
祉
避
難
所
の
空
き
ベ
ッ
ド
の
確
認
、
当
該
本
人
・

家
族
の
状
況
伝
達
と
受
け
入
れ
確
認
、
移
動
日
・
移

動
方
法
の
打
ち
合
わ
せ
、
家
族
は
家
財
の
ま
と
め
と

仕
事
を
休
ん
で
の
移
動
、
福
祉
避
難
所
で
の
生
活

ル
ー
ル
の
打
ち
合
わ
せ
、
が
少
な
く
と
も
必
要
だ
。

こ
の
間
に
本
人
の
体
調
が
変
化
す
る
と
、
も
う
一

度
、
や
り
直
し
に
な
る
。

　

市
町
村
職
員
が
応
急
対
策
で
最
も
多
忙
な
時
期

に
、
高
齢
者
、
障
が
い
者
の
生
命
と
生
活
の
か
か
っ

た
困
難
な
業
務
を
や
れ
る
と
本
気
で
考
え
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
。
要
配
慮
者
が
福
祉
避
難
所
に
直
接
避
難

で
き
れ
ば
、
こ
の
問
題
は
簡
単
に
解
決
す
る
の
だ
。

国
の
福
祉
避
難
所 

確
保
・
運
営
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

　

２
０
２
１
年
５
月
、
国
は「
福
祉
避
難
所
の
確
保
・

運
営
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
改
定
し
て
い
る
。
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
は
、
要
配
慮
者
が
福
祉
避
難
所
に
直
接
避

難
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
た
点
で
あ
る
。
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
は
次
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

「
市
町
村
は
、
災
害
が
発
生
し
又
は
発
生
の
お
そ
れ

が
あ
る
場
合
（
災
害
時
）
で
、
高
齢
者
等
避
難
が
発

令
さ
れ
た
場
合
な
ど
に
は
、
指
定
福
祉
避
難
所
を

開
設
す
る
。」

　

そ
の
た
め
に
、
個
別
避
難
計
画
や
地
区
防
災
計
画

で
福
祉
避
難
所
に
直
接
避
難
す
る
要
配
慮
者
と
福
祉

避
難
所
と
の
間
で
事
前
に
マ
ッ
チ
ン
グ
を
す
る
こ

と
、
必
要
な
資
機
材
を
整
備
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

　

わ
が
国
に
は
、
75
歳
以
上
の
高
齢
者
は
約
２
千
万

人
、
障
が
い
者
は
約
１
千
万
人
、
そ
の
他
に
乳
幼
児
・

妊
産
婦
な
ど
要
配
慮
者
が
い
て
、
そ
の
家
族
を
含
め

て
災
害
時
に
脆
ぜ
い
じ
ゃ
く弱

性
を
抱
え
た
膨
大
な
人
々
が
い

る
。
福
祉
避
難
所
の
整
備
は
、
防
災
対
策
で
最
優
先

の
課
題
で
は
な
い
の
か
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る 

物
資
の
整
備

　

福
祉
避
難
所
に
は
、
水
や
食
料
、
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ

ド
な
ど
の
備
蓄
品
以
外
に
も
「
水
不
要
で
清
潔
に
処

理
で
き
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ト
イ
レ
」「
業
務
用
空
調
や

精
密
機
械
に
も
使
え
る
給
電
器
と
電
動
車
両
」
な
ど

が
必
要
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
を
自
治
体
の
自
主
財
源
で
そ
ろ

え
る
と
な
る
と
大
変
だ
。
そ
こ
で
、
企
業
版
ふ
る
さ

と
納
税
を
活
用
し
て
こ
の
備
品
を
そ
ろ
え
る
こ
と
を

提
案
し
て
い
る
。
こ
の
制
度
を
使
う
と
、
寄
付
企
業

に
は
最
大
で
９
割
の
税
が
還
付
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

レ
バ
レ
ッ
ジ
を
効
か
せ
た
効
果
的
な
寄
付
が
で
き

る
。
こ
れ
ま
で
に
秋
田
県
男
鹿
市
、
茨
城
県
常
総
市
、

島
根
県
浜
田
市
が
こ
の
制
度
を
使
っ
て
い
る
。
な
お
、

適
用
除
外
の
自
治
体
も
あ
る
の
で
、
企
業
版
ふ
る
さ

と
納
税
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
い
た
だ
き
た
い
。

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
無
償
提
供

　
（
一
社
）
福
祉
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
会
は
、（
一

財
）
消
防
防
災
科
学
セ
ン
タ
ー
の
委
託
を
受
け
て
、

延
べ
22
県
で
福
祉
避
難
所
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
研
修
を

実
施
し
て
き
た
。
具
体
的
な
組
織
、
手
順
な
ど
を
記

載
し
た「
福
祉
避
難
所
開
設
・
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
」を

無
償
提
供
し
て
い
る
。
ま
た
、
市
区
町
村
で
必
要
な

こ
と
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
た
め
に
、
そ
の
様
式
集
も
提

供
し
て
い
る
。

　

出
水
期
前
に
、
市
区
町
村
や
福
祉
避
難
所
、
関
係

団
体
は
、
ぜ
ひ
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
入
手
し
、
要
配
慮
の

避
難
者
受
け
入
れ
態
勢
を
整
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

福
祉
避
難
所
開
設
・
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
　 

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
先
の
リ
ン
ク

https://fukushi-bousai.jp/m
anual.htm

l

　

日
本
で
は
、
必
ず
大
地
震
と
大
水
害
が
や
っ
て
く

る
。
新
年
が
、
要
配
慮
者
を
支
え
る
福
祉
避
難
所
の

飛
躍
の
年
に
な
る
よ
う
に
切
に
望
ん
で
い
る
。
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